
学校閉庁日となります。

　ぼくの将来の夢は、大工になることです。なぜ、大工になろうと思ったかというと、以前テレビで、住んで
いる人の要望に応えて、古い家を新築同様に変える番組を見たからです。そのときの、お客さんに向き合う
姿や、新しい物を創るときの一生懸命な姿勢を見ていると、「自分もこういう人の喜びを見ることのできる大
工になりたい。」と思うようになりました。
　しかし、大工になるためには難しい試験を合格して免許を取得しなければいけません。建築の技術も身に
付けなければいけません。今、小学校では様々な授業があります。その中で、自分の得意な教科もあれば不
得意な教科もあります。大工になるためには、そういう全ての教科をまずは一生懸命勉強することが大切だ
と思います。また、技術を身に付けるためにはどんなことでも自分から進んで取り組むことも大切です。積極
的に取り組むことで、自分の知らないことや足りないことを埋めていくことができると思います。
　来年はいよいよ中学生になります。将来のことを見据えて、勉強や運動に励みたいです。さらに、大工の
仕事についてもより詳しく調べたいと思います。「お客さんに喜んでもらえる家を創るために。」自分にできる最
大限の努力を続けていきたいです。

『お客さんに喜んでもらえる家を創るために』
　　菱田小学校　６年　地所　仁
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問

●大崎の子に健康な歯を！

●子どものことで心配ごとがございましたら、ご相談ください！

　町内の幼稚園・保育園では、平成24年度よりフッ化物
洗口が実施されており、園や保護者から小学校での継続
的な実施の要望がありました。これに伴い、小学校でも
実施することにしました。
　６月７日（木）に野方小学校において、フッ化物洗口に
関する保護者説明会が実施されました。
　説明会では、学校歯科医や町保健福祉課からむし歯予防におけるフッ化物洗口の重要性と安全性
を説明していただきました。
　野方小学校では、２学期以降に全学年でフッ化物洗口の実施を予定しています。大崎町の子ども
のむし歯保有率は県内でも高く、町や町教育委員会としてもむし歯予防につとめていきたいと考えて
いますので、保護者の方々の御理解をお願いいたします。

　大崎町教育委員会では、子どもの発達や教育に関す
る悩み事等を相談できる教育相談員が配置されており、
町内の学校を巡回しています。保護者からの相談にも応
じていますので、子どもの育ちに関して何か心配なこと
がある際は、お気軽にご相談ください。

No.31

＊�フッ化物洗口は、ＷＨＯ（世界保健機関）や厚生労働省、日本歯科医師会等が推奨するむし歯予防法であり、有
効性や安全性が実証されています。

【説明会の様子】

○教育相談員○
　平原　裕子�先生
　毎週火曜日９時～16時
　連絡先
��大崎町教育委員会管理課�
099-476-1111（内線412）
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